
基調講演１�

「理学療法と形態学」�
講師：石田肇（琉球大学医学部教授）�

�
基調講演２�

「セラピストのための心理学」�
｠～理学療法士の精神衛生と関連トピックス～�

講師：古川卓（琉球大学保健管理センター教授）�



　第15回沖縄県理学療法学術大会が、琉球リハビリテーション学院を会場として

平成25年11月10日に「理学療法と周辺科学」をテーマに開催されます。�

　昨年の第14回大会は「広がり－領域の拡大を目指して－」というテーマで開催

されました。理学療法が学術的にも職域的にもより広い領域に広がって行くこと

で、逆に自らの立ち位置を確認しようという趣旨でした。�

　今回第15回大会は、理学療法が周辺科学から学び取るものは何か、さらには理

学療法が周辺科学に与えることができることは何かを模索する目的で、「理学療

法と周辺科学」というテーマとしました。今回は周辺科学の中でも、特に馴染み

の多い解剖学と心理学を取り上げてみました。�

　テーマに関連した基調講演は、１と２に分かれており、基調講演１は琉球大学

医学部石田肇教授に、「理学療法と形態学」というタイトルでご講演いただきま

す。石田先生には、沖縄県内の理学療法卒前卒後教育に、解剖学の立場から多大

なるご協力をいただいておりますが、ご専門である形態人類学と理学療法をつな

げた興味深いお話が聞けるものと期待しております。�

　基調講演２は琉球大学保健管理センター所長・古川卓教授に「セラピストのた

めの心理学」と題して、セラピスト自身の精神衛生と、理学療法と心理学の結び

つきなどについてご講演をいただくことになっております。古川先生は日本発祥

の心理療法である「動作法」の指導者として、理学療法士とのつながりも多い臨

床心理士です。�

　沖縄県理学療法学術大会のプログラムや運営なども、解剖学や心理学の関連学

会から少なからぬ影響を受けております。会員の皆様も、ぜひこの機会に学生時

代から馴染みのある、解剖学と心理学を振り返りつつ、自分自身の臨床活動や学

術活動に生かしてはいかがでしょうか。�
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